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要旨
交流分析理論の中の自我状態の透過性調整力について.651名の調査を実施し，透過性調整力
に影響する自我状態について以下の結果を得た。
*この自我状態とは，交流分析の骨格をなす5つであり. CCritical Parent 以下CPと略す，
Nurturing Parent以下NPと略す.Adu 1 t以下Aと略す.Free Child以下FCと略す，
Adapted Child以下ACと略す)である。
1. 透過性調整力の高い人は2割強であった。
2. 透過性調整力の高い人は，エネルギー量の多いエゴグラムであった。
3. 透過性調整力の高いのは，自我状態のNPとFCが高く関連性のあることが推測された。
4. 自我状態のAが低いと透過性調整力は低い傾向にあった。
5. 透過性調整力の高い人は，自我状態のCP.NP. AとFCの得点が高く，この値は透過性
調整力で中間と低い人に対して0.1%水準の有意差がみられた。
6. 透過性調整力の高い人は，自我状態のACの得点が最も低く，この値は透過性調整力の中間
と低い人とに対して0.1%水準の有意差がみられた。
7. 透過性調整力の高い人のエゴグラムは.M型を示していた。
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1. はじめに
交流分析の理論では，自我状態を状況に応じて適
切に切り替えていくのが健康な自我のあり方と言わ
れている。 5つの自我状態の強弱によって心のエネ
ルギーをとらえて，同型のエネルギーを示すエゴグ
ラムでも自我状態を適切に切り替えることのできる
人とそうでない人とが存在する。それは何故なのか。
自我状態の諸境界について，パーン 1)は自我状態の
境界を説明するために，効率よく機能するためには
必要な精神エネルギーが，それを通って一つの自我
状態から他の自我状態に流れることのできる半浸透
性の膜のようなものであるという比喰を使っている。
精神エネルギーの効果があり健康な流れは，一つの
刺激に対する自発的な反応のこともあり，また意志
の行為として意図的に精神エネルギーを移行させる
こともできる。
1) 川崎市立看護短期大学
2) 宮城大学
James. M.は1) r自律していることのサインの一
つは，半浸透性の境界を通じて一つの自我状態から
他の自我状態へと自分の精神エネルギーを自由意志
で移行できることだJと述べている。
水野正憲ら2)は自我状態間にある半浸透性の
境界を通じて心のエネルギーが自由に移行できる程
度Jを透過性(Permeability)とし，その透過性を調
整する力を透過性調整力(PermeabilityControl 
Power.略してPC)と名づけた尺度を開発した。そ
れは内外の刺激に応じて自我状態を適切に切り替え
る力であり，自我状態の切り替えの良さの程度を示
している。この「自我透過性調整力」を測定できるP
Cエゴグラム(PermeabilityControl Power 
Egogram)の質問紙が市販されており，われわれは
これに闘して研究している。 PC値が高ければ適切
な時に適切な心のエネルギーを発揮できるため，ス
トレスに陥りにくいと考えられる。自我状態の透過
性調整力についての研究は，学会報告では数例報告
されているが，論文としては非常に少ない。
???
本研究の目的は，透過性調整力と各自我状態との
関係を検討し透過性調整力に影響する自我状態に
ついての特色を発見することである。
l.研究方法
1.対象:研究に同意の得られたK看護短期大学生
396名， S大学生84名， M大学生58名， N看護専門学
校生54名， T年次大会のKワークショップ参加の
29名とK研修会参加の30名の合計651名である。
2.内容:1996年に桂戴作，新里里春，水野正憲2) 
作成の自我境界の透過性を調整する力まで測定で
きる PCエゴグラム(PermeabilityControl Power 
Egogram)の質問紙への回答
3.方法:集合調査
4.期間:1996年10月 ~2000年10月までの定期的な
調査
5. フィールド :K看護短期大学， S大学， M大学，
N看護専門学校， T年次大会のKワークショップ
会場， K研修会会場
6.分析方法:透過性調整力の高い群(T得点が60
%以上)，中間群(T得点が40~60%未満)および
低い群 (T得点が40%未満)の3群における各自
我状態を比較検討しまた各自我状態の高い群
(T得点、が60%以上)，中間群 (T得点が40~60%
未満)および低い群 (T得点が40%未満)の 3群
における透過性調整力との比較検討をした。統計
は，一元配置分散分析， t検定を行い，統計処理
は汎用統計学ノfッケージSPSSを用いた。
il.尺度の説明
交流分析 (TransactionalAnalysis)の考え方に
基づいて作られた検査， P Cエゴグラム 3)とは，
Permeability Control Power Egogramの略で，心の
エネルギーが配分された 5つの自我状態を「柔軟に
変化しうるシステム」としてとらえ，それらの間の
エネルギーの変化を調整する「透過性調整力」をあ
わせ見ょうとするものである。すなわち「心のエネ
ルギーの切り替え(透過性)Jに注目し人との交
流の仕方はうま~，ほうか」を見るための行動レベル
で5つの自我をとらえることと心の切り替えは
うまいほうかJを見るために透過性調整力を見てい
ることが特徴である。 PCのT得点 (T得点とは，
各自我状態の平均を50得点とし， 5得点を 1段階区
切りにして，平均から20点までを 5段階に区切り最
高を75得点，平均より下を7段階に区切り O点を15
得点、とした)が50より大きければ強い， 50より小さ
ければ弱く，透過性調整力の強い人の方がプラス面
を上手に使う可能性が高くなる。
また，そのPCエゴグラムには，さらにrSRJの測
定もされている。 rS RJとは， Self Reflectionの
略で，自分を映し出す鏡の正確さ，内省力を見る尺
度である。つまり，自分をどう見ているかが，回答
の仕方に影響を与えるO この得点が8点以上の人は，
自分に対する見方が甘い人か，自分をよく見せたい
という気持ちが強い人か，自分を理想像に近づけよ
うとするあまり現実の自分の姿があまり見えていな
い人である可能性がある。
PCエゴグラムの質問は， 70聞からなるリッカー
ト式で， rはい」が2点， r? Jが I点， rし、いえ」
がO点で，各自我状態の得点が20点から O点の範囲
である。
IV.結果
1. PCのT得点3群と各自我状態の平均値
PCのT得点3群と各自我状態の平均値と標準偏
差の比較をTab1 e 1に示した。 PCのT得点群では，
T得点が40~60%未満が最も多く 56.8%，次いでT
得点、が60%以上が23.0%，T得点、が40%未満が20.1 
%であった。 PCのT得点が高いほど自我状態のCp，
NP， AとFCの得点が高く， ACは低かった。こ
Tablel PCのT得点3群と各自我状態の平均値 N=651 
FZJでそ京
T得点60%以上 150( 23.0) 
T得点、40-60%未満 370( 56.8) 
T得点40%未満 131 ( 20.1) 
計 545( 99.9) 
※※※Pく0.001
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のような自我状態の得点に関しては. P CのT得点
60%以上. P C の T得点40~60%未満およびPC の
T得点40%未満とにそれぞれ有意差(p<O.OOl)がみ
られた。
2. S R得点 O~7 点までの PC の T得点 3 群と各
自我状態の平均値
SR得点0~7点までの対象者における PC のT得
点 3群と各自我状態の平均値の比較をTable2に示
した。 SR得点0~7点までの対象は651名中600名
(92.2%)であった。自我状態のCPとAでは. PC 
群のT得点、60%以上と T得点40~60%未満で有意差
(p<O.Ol). T得点40~60%未満と T得点40%未満
とに有意差 (p<O.OOl)がみられた。 PCのT得点
が高いほど自我状態のCP.NP. AとFCの得点
が高く.ACは低かった。
3. PCのT得点3群と各自我状態のT得点群の度数
PCのT得点3群と各自我状態のT得点の度数を
Tab le 3 に示した。 PC のT得点が40~60%未満で
は，各自我状態のT得点は最も多く50%代で，特に
FCは62.4%であった。次いでPCのT得点が60%
以上で自我状態の得点が高いのは，とくにNPの
37.63%. F Cの33.5%が高かった。 PCのT得点
が40%未満では. C Pの40.9%.Aの37.3%とAC
の25.8%が高かった。
4.各自我状態のT得点3群とPCの平均値の比較
各自我状態のT得点3群とPCの平均値と標準偏
差の比較をTable 4に示した。 CPの自我状態では，
T得点の度数は.T得点が40~60%未満が最も多く，
次いでT得点60%であった。 PCの得点では. C P 
の自我状態のT得点が高い群ほど高く，各群の聞に
は有意差 (p<O.OOl)がみられた。
NPの自我状態とFCの自我状態のT得点の度数
は.T得点40~60%未満が最も多く，次いでT得点
60%以上であった。 PCの得点では. NPとFCの
自我状態のT得点60%以上が最も高く，次いでT得
Table 2 SR得点 O~7 点までの PCの T得点 3 群と各自我状態の平均値
N=600 
pc誌J?吠l CP 王土SD AC 王:tSD
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Table 3 P CのT得点群と各自我状態のT得点群の度数の比較
N =651 n (%) 
自a状舗の T得点群 CP AC NP A FC 
T得点60%以上 245( 37.6) 130( 20.0) 37 ( 5.7) 
T得点40-60%未満 348 ( 53.4) 334( 51.3) 
T得点40%未満 266 ( 40.9) 72 ( 1. 1) 
651 (100. 0) 651 (100. 0) 651(100.0) 肘 651 (100. 0) 651 (100. 0) 
35( 5.4) 218 ( 33.5) 
373( 57.3) 406 ( 62. 4) 353 ( 54. 2) 
243( 37.3) 27 ( 4. 1) 168 ( 25.8) 
Table 4各自我状態のT得点3群とPCの平均値と標準偏差の比較
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zコ<SOPC: n (%) 王土SO n (鴨} 王土SO
T得点曲%以上 : 150( 23. I) 
T得点40-印%未満 : 370( 56.叫
T得点40%未横 ・131(加.2)
計:651 (1曲 2)
掛揖P<O.OI 揖揖揖P<O.凹 l
11.1企3.74・ '1 : 150( 23. I) 
9.7土4.骨， m : 370( 51.9) 
叩
7.9企4.23'ふ， 131 ( 21. 3) 
+ 
9.7土4.15 : 651 (1凹 0)
13.9:14. .t1-γ83( 15.2) 一・ i
11. 4土4.61"'， m : 3凹(56.7) '"祖， I 
8.9±4.78-LJ;l53t281} 
+ 
11.3:14.83 : 545(1凹.0)
9，0:14曲.T-守
E璃 1
1l. 0:14. 44~~ 華強
~ 
13.5 :t 4 臥・~-，
N~651 
A FC AC 
， n (%) n(%) 王:t5D n (唱} 王土SO
13. 2:!:4. 28・~， : 184(33.8) 
時
11・5:14.6言呼 i訓(53.9) 
9.9:15.0忌1_1 67( 12.3) 
????
ー??
?
? ?
?
?
?
??
11.3:14.83 : 545(100.0) 11.3:14.83 :545(1凹.0) 11. 3土4.83
??? ?
T得点率が低い群ほど高く，各群の聞には有意差
(p<O.OO1). (p<O.01)がみられた。
PCのT得点3群と各自我状態得点のエゴグラ
PCのT得点群と各自我状態得点のエゴグラムを
Figure 1に示した。 PCのT得点、60%以上は，
が最も高く ACが最も低いM型の変形である。 PC
のT得点40-60%未満は.NPとFCが高く. C P.
AとACが低いM型である。 PCのT得点40%未満
は.Aが最も低く. CP. NP. AとFCはほぼ閉
じ低さであるのにACが高く.AC優位型を示して
FC 
5. 
ム
点40-60%未満であった。 PCの得点、では.C Pの
自我状態のT得点率が高い群ほど高く，各群の間に
は有意差 (p<O.OO1)がみられた。
Aの自我状態とACの自我状態のT得点、の度数は，
T得点40-60%未満が最も多く，次いでT得点40%
未満であった。 PCの得点では. C Pの自我状態の
T得点率が高い群ほど高く，各群の聞には有意差
(p<O.OO1)がみられた。
ACの自我状態のT得点、40%未満が最も高く，次
いでT得点40-60%未満であった。 T得点40%未満
とT得点40-60%未満.T得点40%未満とT得点、60
%以上.T得点40-60%未満とT得点60%以上とに
有意差 (p<O.OO1)がみられた。 CPの自我状態の いた。
PCヱゴグラム
⑧:心の切り替えのうまさ.-f8:人との交流のしかたの特徴
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Figure 1 
人に合わせる私
PCのT得点群と各自我状態得点のエゴグラム
88 
人との調整をする私人から自由な私人にやさしい私人にきびしい私
6. P C得点20点のエゴグラムについて
PC得点20点のエゴグラムは651名中30名 (4.6 
%)であった。そのエゴグラムは，
優位型が10名，混合型が20名であった。優位型でみ
ると. C P優位型が4名.NP優位型が3名.A優
位型が1名. FC優位型が2名で，自我状態のAC
の得点、はNP優位型 l名を除いて他の自我状態と比
較して最低であった。混合型では，逆N型が5名，
M型が6名で，自我状態のAC得点は他の自我状態
の得点、と比較して最低であった。 N型が2名.M型
の変形が7名で，自我状態のAC得点は他の自我状
態と比較して最低ではなかった。
7. PCのT得点の経時的変化
PCのT得点の経時的変化をTable5に示した。
V.考察
1.透過性調整力と各自我状態の平均値との関連
SR値が8点以上を除いたPCのT得点群と各自
我状態の平均値で，自我状態のCPとAで有意差に
微妙な差異はみられるがデータとしては651と650で
統計的に問題はないと考える。 PCのT得点を60%
以上.40-60%未満と40%未満の3群で各自我状態
の平均値をみると. CP. NP. AとFCの自我状
態は60%以上が最も得点が高く，次いで40-60%未
満の順になっている。自我状態のAでは逆に40%未
満の得点、が最も高く，次いで40-60%未満の順で
あった。つまり，透過性調整力の高い群は，中間群
や低い群と比較してCP.NP. AとFCのエネル
ギーが高く ACのエネルギーが低いといえる。山本
ら4)の報告でも各自我状態の高・低群におけるPC
値の比較で. ACを除く 4つの自我状態においてエ
Table 5 P CのT得点3群の経時的変化 n (%) ネルギー量の高い群の方が有意にPC値が高かった
~ 3 
PCの 60%以上 4U""--即%次 T得点 未満
2 60%以上 11(12. 8) 7( 8. 1) 
4U"-60% 10(1l.6) 30(34. 9) 未満
年
40%未満 。 8( 9.3) 
次 言十 21 (24. 4) 45(52. 3) 
年 次
40%未満
o 
4( 4.7) 
16(18. 6) 
20(23.3) 
言十
18( 20.9) 
44( 51. 2) 
24( 27.9) 
86(10.1) 
としているがこの報告と同様の結果を得た。
2.透過性調整力と各自我状態のT得点3群との関
連
PC得点のT得点40-60%未満が各自我状態のT
得点、が最も多い。次いでNPとFCの自我状態のT
得点は60%以上であった。 CP.AとACの自我状
態はT得点が40%未満であった。山本ら 4)は，各自
我状態と PC値との間で，最も高い相闘が認められ
2年次と 3年次の2回測定できたのは86名であった。 たのはFCであり，その他の自我状態との相関は低
2年次にT得点60%以上が18名であったが. 3年次 かった，と報告している。
もT得点が60%以上の者は1名 02.8%)であった。 本研究では. PC値と各自我状態の相関について
2年次にT得点が40-60%未満が44名で.T得点が は検討していないが.T得点、の度数分布より FCが
60%以上になったのは10名 01.6%). T得点が40 透過性調整力と関連するのではないかと推測される。
-60%未満が4名 (4.7%)であった。 2年次のT さらにNPの自我状態も透過性調整力と関連がみら
得点が40%未満24名中T得点が40-60%未満になっ れるのではないかと推測された。
たのが8名 (9.3出)であった。 3年次にPCのT得
点が60%以上になった10名のエゴグラムをみると，
7名が自我状態のCP.NP. A. FCとACの合
計得点が2年次 (59.3:t9. 38)より 3年次 (65.7土
6.65)の方が高く，有意差 (p<0.05)がみられた。
3名は2年次の自我状態CP.NP. A. FCとA
Cの合計得点 (59.3:t3. 51)と 3年次の合計得点
(52. 7:t4. 04)と比較して同点あるいは得点が高い
が有意差はみられなかった。自我状態ACについて
みると.10名中 l名のAC得点が最も高いN型で，
他は他の自我状態より低かった。
3.各自我状態のT得点3群と PC値の平均値との
関連
各自我状態のT得点3群でPC値をみると，自我
状態CP.NP. AとFCが透過性調整力が高いほ
ど得点が高かった。自我状態ではACは逆で透過性
調整力が低い方が得点、が高かった。つまり. ACを
除く 4つの自我状態においてエネルギー量の高い群
の方が有意にPC値が高いという結果を得た。
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4.透過性調整力とエゴグラム
透過性調整力の高い群と中間群は.M型のエゴグ
ラムを示し，透過性調整力の低い群は自我状態Aが
最も低いがAC優位型のエゴグラムを示していた。
PC得点20点のエゴグラムは，エネルギーが全体に
高く. AC値が他の自我状態より高いものはなかっ
た。自我状態のNPとFCが最も高いエゴグラムが
8割強みられた。 AC優位型の人は依存者タイプで，
自分の判断で行動することはまず難しい人たちで，
周囲の人たちに世話をやいてもらったり，命令して
もらわないと何をしてよいのかわからない，積極的
に行動することができない。これら心のエネルギー
の切り替えがスムースにいかない人たちでは，透過
性調整力が低いといえる。透過性調整力の高い群は，
自我状態のNPとFCの高いことが関係し. ACは
透過性調整力を阻害するのではないかと推測された。
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Summary: 
Basic Research on the Permeability Control Power of the Ego State 
The Relationship between Permeability Control Power and the Ego State-
Kimiko Kashiro 1 ) Koichiro Inag品ci2) 
1) Kawasaki City College of Nursing 
2) Miyagi University 
We conducted surveys on the permeability control power of the ego state with 651 people and drew the 
following conclusions with regard to the influence of the ego state on Permeability Control Power. 
.The behavior levels are divided into the five ego states田 indicated.Critica1 Parent is abbreviated 
below as CP. Nurturing Parent is abbreviated below as NP. Adult is abbreviated below as A. Free 
Child is abbreviated below回 FCand Adapted Child is abbreviated below as AC. 
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1. There were some 20% with high Permeability Control Power. 
2. People with high Permeability Control Power showed a high energy level on the Eεogram. 
3. A correlation between NP and FC can be surmised when the Permeability Control Power is high. 
4. When the A Ego State is low， there is a tendency for the Permeability Control Power to be low. 
5. People with high Permeability Control Power get high points in CP， NP， A and FC， while a 0.1% 
standard deviation is seen in people with mid range or low Permeability Control Power. 
6. A 0.1% standard deviation is seen between people with high Permeability Control Power who score 
the lowest in the AC Ego State and those with mid range or low Permeability Control Power. 
7. The Egogram of people with high Permeability Control Power was the M type. 
Key Words: Transactional Analysis， Permeability Control， Ego State. 
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